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事業名 一般国道２０号 下諏訪・岡谷バイパス 事業 一般国道 事業 直轄
し も す わ お か や

区分 主体

起終点 自：長野県諏訪郡下諏訪町東 町 延長
す わ し も す わ ひがしまち

至：長野県岡谷市今井 ４．６km
お か や い ま い

事業概要 下諏訪町、岡谷市内には観光資源が点在し、県内・県外から多くの観光客で賑わっている。
また 沿道に家屋が密集し 歩道幅員も狭く利用者に危険な状況となっている 本事業は 国道２０号 現、 、 。 、 （
道）の下諏訪町及び岡谷市街地の交通混雑の緩和と交通安全の確保を目的としている。
Ｈ４年度事業化 Ｈ２年度都市計画決定 Ｈ６年度用地着手 Ｈ１０年度工事着手

全体事業費 約４４０億円 事業進捗率 ５９．５％ 供用済延長 ２．９km
計画交通量 ２３，１００～２４，８００台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(Ｈ１9以降)/(未完成区間全体) (Ｈ１9以降)/残(未完成区間全体)
分析結果 １２１/１３２億円 ３１４/３１４億円 平成１８年(未完成区間全体)

億円 走行時間短縮便益：292/292億円２．４ 事 業 費：110/121
億円 走行費用減少便益： 10/10億円(Ｈ１9以降の残事業) 維持管理費： 11/ 11

交通事故減少便益： 11/11億円２．６
感度分析の結果

－
事業の効果等
下諏訪・岡谷バイパスの整備を図ることで、国道２０号（現道）下諏訪町及び岡谷市街地を通過せずに
交通が処理できるため、交通混雑緩和と地域住民の安全性が確保される。
関係する地方公共団体等の意見
諏訪郡市国道２０号改修・バイパス建設促進期成同盟会より、下諏訪岡谷バイパス未供用区間の早期促
進要望。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
下諏訪・岡谷バイパス（Ｌ＝２．９ｋｍ 、国道１４２号バイパス及び県道下諏訪辰野線の3路線を平）

成16年3月27日に同時供用。長地山の手土地区画整理事業を平成14年度に事業完了。
事業の進捗状況、残事業の内容等
現在までに２．９kmが部分供用している。１．７kmが未整備である。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
未整備区間である下諏訪東町から岡谷市長地鎮2丁目までの約１．７ｋｍについては、諏訪バイパスの

整備の動向や国道142号の改良整備等の進捗を勘案し、今後概ね１０年での暫定２車線の全線開通を目指
し、計画的に事業を推進
施設の構造や工法の変更等
工事施工にあたっては、新技術の積極的活用など、さらなるコスト縮減に努めるとともに、工期短縮を
図り、併せて整備効果の早期発現を図る。
対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
以上の状況を勘案すれば、当初からの事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。
事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


